
しののめ178号(２月号)・しののめ179号(３月号）では本年度の

総合教育センターにおける調査研究事業の成果をお伝えします。

３月末には、関連する資料等もセンターホームページに

掲載します。是非ご覧いただき、参考・活用していただけ

れば幸いです。
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各学校では、個別最適な学びと協働的な 

学びの一体的な充実に向けて、子供が自らの学習の状況を把握し、

主体的に学習を調整することができるよう、教師による指導方法や

指導体制の工夫、改善等が進められている。日々の忙しさから、  

個に応じた教材・教具の準備が追い付かない現状があるが、近年、

学習者用デジタル教科書や CBT 等、様々なデジタルコンテンツを

活用し、こうした課題を解決しようとする 取り組みがみられる。 

その一つとして、「※MEXCBT（メクビット、以下 MEXCBT）」

（文部科学省 R4.12 月から）の運用が始められている。ここでは、MEXCBT が学校現場での活用に

つながるように、 

１ いつ、どのように使えそうか  

２ 学習した内容の定着度を確かめる場面での活用 

３ 授業中の学びを生かし作成した問題を用いて、学びの過程を振り返る活用 

の３点から理解を深め、考察した。 

（※「MEXCBT」：文部科学省の略である「MEXT」と、Computer Based Testing（コンピュータ使用型調査）の略の「CBT」を掛け合わせた造語） 

１ いつ、どのように使えそうか 

文部科学省の資料や全国の実践事例をもとに、MEXCBT や

CBT のメリットを整理したのが下の図である。 

 
 
 

図に示したメリットを生かし、指導の効果が高まるように、

学校や子供の実態に合わせて、様々なデジタルコンテンツを 

使う場面や学習スタイル等について工夫していくことが大切 

である。 

調査研究報告 

（調査研究Ｃチーム） 

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた取り組み」 
～個別最適な学びを支えるMEXCBT（メクビット）の活用について～ 

調査研究の目的 

調査研究の内容 

（参照）「MEXCBT 初めて講座」R5.10.14（文部科学省） 「GIGA に慣れる 使ってみよう デジタルドリル」（文部科学省） 

MEXCBT 
公的機関が作成した

問題約 4万問を搭載 

全国どこからでも 

活用可能 

無料 

CBT
理解度に合わせ 

問題を反復できる 

機能をもつものも 

ある 

※一例であ り 、

他の機能が搭載

されたものもある

多くが有料 

MEXCBT では、

他県の自治体が

作成した問題も 

無料で活用できる

のね。 

【主なメリット】 

子供たちの「もっとやりたい」 

に応えたいけれど・・・ 

動画や音声を活用し、「思考
力」「問題発見・解決能力」
等の測定が可能 

学校現場の負担軽減、事業費

(紙の印刷代等）削減に効果的 

採点、終了！何でつまずいているのかな？ 

学力の年間比較や伸びの 

把握が容易にできる 

自動採点による迅速な返却、 

多角的な分析が可能 

 
どのような活用が考えられる

かな。使っている子供の姿が 

知りたいな。 

どんなメリットが 

あるのかしら。 
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２ 学習した内容の定着度を確かめる場面での活用 

 

各学校での活用を進めるには、まず、授業において知識・技能の定着に向けたドリルとしての

活用から始め、さらに家庭学習等の授業外での活用につなげることも考えられる。 

自動採点の機能によって、教師は、その場で子供の学習の定着度を確認できるため、全体指導

や個別指導を充実させやすくなる。 

３ 授業中の学びを生かし作成した問題を用いて、学びの過程を振り返る活用 

 

 

 

☆「英語」（５年生）の授業で、子供からこんな声が聞かれました

 

 

 

MEXCBT の活用によって、「もっとやりたい」という気持ちで取り組んでいる子供たちの姿が

ある。子供が振り返りを踏まえて、次に取り組む内容や量、時間などの学習計画を立てることで、

主体的に学習に取り組む姿につながる。子供が学習計画に沿って問題を選択できるように、 

教師は、標準的な問題と発展的な問題を示したり、子供が選択した理由を記したりできるような

工夫をすることが大切である。 

子供が自分の取り組む内容や量、時間などの学習計画を立て、学習の  

調整ができるようになることで、学びに向かう力、人間性等の資質・能力の

育成につながる。MEXCBT（CBT）だけ活用すればよいというのではなく、既存の教材・教具や

今までの指導方法等と組み合わせることによって、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な 

充実を図ることにつながるだろう。 

子供が主体的に追究していく学習や、学ぶことの楽しさや

よさを感じ、実感を伴った学習において、MEXCBT には 

大きな可能性を感じている。 

「私が描いたイラストだ！」 

ま と め 

【事例１】 ３、４年生（複式学級） 総合的な学習の時間＋理科 「生き物図鑑を作ろう」 

生き物図鑑を作るために単元の中で学んできたことを確認する場面 

【事例２】 ５年生 英語 「UNIT６を復習しよう」 
今年度の全国学力・学習状況調査の問題をヒントに、担任の 
先生が作成した「話すこと」の問題に取り組む場面 

先生が確認問題を配信 
↓ 

↓ 
すぐに結果を確認できる 

「市販のドリルは決められた問題をやるしかない 
けれど、MEXCBT では先生に頼むと問題を送って
くれるから、やりたい問題にたくさん取り組める。」 
「英語は、聞いたり自分で話したりできる問題の 
方が、ワクワクするし、楽しい。」 

学習履歴が表示される 

子供が授業の中で使用した資料や言葉、描いたイラスト等を
用いて、実際の学びをベースとした問題の作成ができる。 
子供たちは、自らの学びの過程を振り返ることができる。 

この使い方は、家庭学習 

にもよさそう！ 

 
MEXCBT、

使ってみようかな。 

「自分で選んで、決めた」 
という主体性の発揮が、 
子 供 の 取 組 の 意 欲 に    
つながりそう 。パフ ォー 
マンステストもできそうね。

【視察協力  千葉県君津市立清和小学校（R５．１２．18）】 
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Ⅱ 研修講座（校内研修を含む）の在り方を構築する。 
（１）令和 6年度は義務キャリアアップ研修Ⅰのまとめとなる機会を設定

 
Ⅰ 学習コンテンツの質を保証する。 
（１）Google Classroomを用いた研修講座の実施例

（２）校内研修で活用できるようなワークシートを用いた研修講座の実施例

調査研究報告  調査研究 Dチーム 

『新たな教師の学び』実現に向けた校内研修の充実 

個別最適な学び・協働的な学び・GIGAスクール構想の実現・学習指導要領の着実な実施といった令和の

日本型学校教育のあるべき姿や『新たな教師の学び』実現に向けた校内研修の充実を念頭に置き、よりよい 

研修講座を運営できるように調査研究を進めてきました。 

Ⅰ 学習コンテンツの質を保証する、 

Ⅱ 校内研修も含む研修講座の在り方を構築する、 

Ⅲ 受講者のふりかえりを充実させ、教師の学びを可視化する、 

の３点について、具体的な取組をスモールステップで繰り返し、受講者の困り感や課題に寄り添った研修講座

の構築・運営を行っていくことを目指します。 

経過 

目的 

取組 

【キャリア教育 基本（学校力の向上を目指す研修講座）】

〇具体的取組

地域素材を生かしたキャリア教育を考えるためのグループワークに 

おいて、小中高を一貫したキャリア教育の計画案を模造紙に作成 

令和 5年度 令和 6年度 

全体研修 全体研修 

ICT活用指導力向上研修Ⅳ 教師力向上研修Ⅲ 

教師力向上研修Ⅲ 教師力向上研修Ⅳ 

教師力向上研修Ⅳ 課題研究研修（オンライン） 

 【全体研修】の中に、【ICT 活用指導力向上研修Ⅳ】を含め、
新たに【課題研究研修】を設けた。 

【課題研究研修】 
自己課題に基づく実践について、資料
を用いて発表し、参加者からフィードバッ
クを得るオンライン講座です。これから更
に伸ばしたい力や、克服したい課題を明
確にします。研修を通して、１年間の研修
をふりかえり、次のキャリアステージ（伸
長期相当）につなげます。

高等学校初任者研修対象者の「クラス」を作成し、連絡や課題の提出、成果の確認などに使用した。 
【夏期研修１（オンライン）】 
  勤務校において、Zoom で講義を受けた後、各個人が google スライドまたはドキュメントで提出物を作成。
Classroom でグループメンバーの提出物を確認しながら Zoom のブレイクアウトルームで研究協議し、まとめを
スプレッドシートに記入。
教材を使用しやすい環境で教科研修を行い、他の参加者の提出物等が研修後も確認できるようにした。

【教科指導基礎研修Ⅲ】 
模造紙・付せんを用いたグループ協議の結果を、ワールド・カフェ形式（構成員を入れ替えながら自由な対話）

で深めた。研修終了後、模造紙を撮影し、Classroomに掲示。他グループの協議内容も閲覧可能にした。 
【課題研究研修】 
 １年間の課題研究の成果をグループごとにプレゼンテーションソフトで発表。全参加者のスライドデータと全グル
ープの発表内容を共有ドライブにおき、確認できるようにした。 

研修終了後も活用しやすいコンテンツの提供を 
目指しました。 

〇校内研修での活用例 

模造紙と付せんの代わりに、ホワイトボードアプリやプレゼンテーション

アプリを利用して、同時編集で行うことも可能。

・ 総合的な学習・探究の時間等、学校で一貫した学習計画の作成

・ 各教科の学年を横断した指導計画の作成

・ その他、特活や健康教育など、３年間を見通した計画の作成

この紙を貼るだけで、校内研修用の模造紙を作成できます。 
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校内研修の充実を念頭に、令和 5年度の研修講座では、帰校後に校内研修でそのまま活用できるワーク

シートや動画等を作成し、受講者の皆様に提供してきました。紙での配布や Google Classroom・ドライブで

の共有等を行いましたが、アナログ・デジタルともに、それぞれのよさがあることに気づきました。また、研修講

座のふりかえりや事前アンケート等を回収し、研修講座の運営・構築に生かすことで、受講者の困り感や課題

に寄り添うことができ、その後の受講者の深い学びにつなげていくことができると実感できました。 

講座のねらいやグループワークの意図を十分に伝えることができていないと、その後のワークシートの活用

が進まなかったり、全校（校内）に研修内容を広げ、普及させることが難しくなったりすると分かりました。 

今後も校内研修を充実させるために、来年度も当センターの研修講座において、各講座のねらいを明確に

し、受講者の困り感や課題に寄り添った具体的な取組を進めてまいりますので、各講座を受講した際には、講

座のテキストやワークシート等を活用し、校内研修（校内への普及活動）を推進していただけると幸いです。 

成果 

課題 

Ⅲ 受講者のふりかえり等を充実させ、教師の学びを可視化する。 
（１）事前アンケートの内容を踏まえた実践発表の実施 （高校キャリアアップ研修Ⅱ【教職研修Ⅰ、Ⅱ】）

                                                                      

（２）義務教頭マネジメント研修でのアンケート調査

（２）キャリアアップ研修Ⅲでの動画や資料の提供

受講者からのふりかえり 

探究型学習を扱う研
修を行った際、多くの先
生方が探究に関する授
業に不安や悩みを抱え
ていることが判明。【教
職研修Ⅰ】 

課題の可視化 

受講者に事前ア
ンケートを取り、そ
れぞれの持つ、疑
問点や課題を明
らかにした。【教
職研修Ⅱ】

課題を踏まえた研修 受講者の変容 

実践発表者３名にア
ンケート結果を伝え、
受講者の知りたいこ
とを踏まえて、実践発
表をしていただいた。
質疑応答の時間で、
さらに追究した。

 研修後のふりかえり
から、受講者の探究
型学習に対する抵抗
感が薄れ、積極的に
取り組みたいという、
気持ちの変化が見ら
れた。 

 

〇「吟味する」という癖をつけることは、日々の
学校生活や授業の中でも実践できると感じ
た。（小学校教諭） 
〇お話の内容はもちろん、動画教材が本当に
ありがたいと思った。（中学校教諭） 
〇様々な資料も見せてもらいたいと思います。
（中学校教諭） 
〇フェイクニュースのクイズがとても参考になり
ました。（特別支援学校教諭） 

受講者の声 

センター研修を校内にどのように還
元しているのかを調査した結果、校内
の研修会を実施した学校は 30%、 
職員会（学年会、教科回答を含む）で
発表した学校は 65%、研修資料やメ
モを回覧した学校は 70%あった。

※複数の回答があったもののみ抜粋

多くの学校で、何らかの形で研修内容を広める機会をとっていることがわかる。校外の研修に参加した先生
方が、学校に戻ってその内容を広めることは、学んだことを自分の言葉で表出することで、より研修が充実したも
のになるだけでなく、学校全体の教育力を高めることにもなる。帰校後の実践に加え、校外研修での学びが同
僚と共有するための校内研修等につながるようにしていきたい。 

スマートニュース メディア研究所が作成した動画
【（１）デジタル時代のメディアリテラシー、（２）ニュー
スを考える、（３）デジタル・プラットフォームの仕組み
とリスク、（４）メディアリテラシーについて】や資料を
Google ドライブに掲載し、受講者が校内研修で活
用できるようにした。
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Ａ先生：「怠けているのではない。何かに困っていてそのように見えているのかもしれない。 

このように、見方・考え方を変えるとまだまだできることがあるとわかりました。」 

Ｂ先生：「言葉で伝えるだけでなく、視覚的に示したり、確認する方法を提示したり、確実に 

伝わることが大切である。とくに学びやすい環境はやはり大切である。」 
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